
第2回（平成28年度）　日建連　けんせつ小町活躍推進表彰　受賞内容

会社名

申請部署 海外支店 ジャカルタ高架橋工事事務所

株式会社大林組

海外支店 ジャカルタ高架橋工事事務所
所長　大西陽子

活動主体の名称（30字以内）

1990年代から継続して女性技術者を採用し、それぞれの立場でキャリ
アアップした女性職員の中から、所長として現場を統括するために十分
なマネジメント能力や判断力を有する職員が育ってきた。

育児をしながら日本のゼネコン
女性初の海外現場所長として活
躍

ト

ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

賞

効果

・女性技術者の仕事と家庭の両立に配慮しつつ、キャリ
アアップを支援する。
・現場勤務に興味を持つ若手女性技術者に対し、建設業
における女性技術者の可能性の広がりを示し、建設業全
体の魅力、創造性の向上を目指す。

・一児の母でもある当人は、インドネシアの首都ジャカル
タへ家族と共に赴任し、高架橋工事現場の工事長として
現場監理及び現地スタッフの指導に約3年間従事した
後、その実績を認められ2015年11月からは工事全体を
監理する所長に任じられている。
・所長になってからは、約70名のスタッフを率いて工事の
安全・品質・工程・原価管理と多岐に渡る現場業務を統
括監理し、2016年11月の竣工に向けてプロジェクトを進
めてきた。

・日経WOMAN「ウーマン・オブ・ザ・イヤー2017」ドボジョ
キャリア開拓賞受賞
・女性だからという理由で海外での建設現場勤務が閉ざ
されるわけではないことを示し、建設業に従事する女性
のロールモデルのひとつとして、女性技術者の可能性の
広がりを示すことができる。

女性の活躍推進に資
する活動の概要・要約
（30字以内）

活動理由・
活動の背景
（100字以内）
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【工事概要】 インドネシアの首都ジャカルタのタンジュン・プリオ

ク港は、コンテナ取扱量世界第２２位の大規模な港湾ですが、コ

ンテナや貨物輸送車両で既存の道路は通行能力の限界に近く

なっています。 慢性的な交通渋滞を緩和し経済効果を高める

ことを目的として、タンジュン・プリオク港周辺の道路整備が急

ピッチで進められています。 この道路整備事業は、港の出入

口から東西方向と南北方向に高架及び立体交差化を図るもの

で、日本の有償援助工事です。当社は港への接続部分にあた

り最大規模のE2-A工区を担当しています。（現場位置図参照） 

ドラフターチームと現場見学 

スタッフと断食明けの食事中 

日経WOMAN ウーマン・オブ・ザ・イヤー表彰式 


